
（別紙様式４） 
         提出された意見等の概要とこれに対する考え方 
 
 案   件   名 ： 兵庫県ギャンブル等依存症対策推進計画（第２期）（案） 
 意 見 募 集 期 間 ： 令和６年２月22日～令和６年３月13日 
 意見等の提出件数 ： 37 件（９人） 
 
項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

３  現 状
と課題 
（ギャン
ブル等依
存症に関
連する問
題） 

（大阪ＩＲについて）こういう

のは、選挙の不適切さがもたら

すものである。 

「（大阪・夢洲地区特定複合

観光施設区域の整備）大阪ＩＲ

～必要があります。」は必要な

い。新木場に活かされた夢島の

ように。 

 

 １ 
 
 
 

［対応が困難］ 

大阪・夢洲地区特定複合観光施設区

域（大阪ＩＲ）にカジノの設置が予

定されています。そのため、県とし

ては、ギャンブル等依存症対策を進

める上で何らかの対応が必要なも

のであると認識しています。 

 

 

４ 重点
的な取り
組み 

４．重点的取り組みの要望 

・依存症をより多くの方に知っ

てもらうためにチラシ、冊子

の作成と普及啓発 

 

・福岡県ではギャンブル依存症

の動画を作成しSNSで流した

ところ反響が大きかったので

兵庫県でもぜひ実施して欲し

い 

 

・ギャンブル等依存症啓発週間

中は県をあげて大々的に実施

して欲しい 

 

 

 

・大学生からの罹患率が高いの

で高校、大学での予防教育に

取り組んで欲しい 

 

 

１ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
１ 

［既に盛り込み済］ 

これまでもチラシ等の作成による

啓発を行っており、引き続き取り組

んでいきます。 

 

［具体の施策の参考とします］ 

 SNS等を活用した啓発はすでに実

施しており、今後、動画の活用に

ついても検討します。 

 

 

［既に盛り込み済］ 

啓発週間には関係機関・団体等と連

携した啓発を行っており、引き続き

より効果的に啓発できる手法を検

討しながら実施していきます。 

 

［既に盛り込み済］ 

予防の視点での啓発は重要である

と認識しており、大学生を対象とし

た啓発を引き続き実施していきま

す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
  



 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り
組み 
 

ギャンブル依存症はコロナ以

降状況が大きく変化した。今や違

法のオンラインカジノが横行し、

それに伴う詐欺や闇バイトによ

る犯罪も急増しており確実に若

年層に大きく影響を及ぼしてい

る。兵庫県としてこの状況を楽観

視してはいけないのではないか。 
ギャンブル依存症は誰でもな

りうる病気だという事を広く県

民に周知する対策をお願いした

い。 
 
・ 相談窓口の拡大と支援者、相

談員の教育の充実 

 

 

・ ギャンブル依存症の予防教育

を今年度実現 

 

 

・ 県内の職場におけるギャンブ

ル依存症の対応策（職場での

横領事件が多発している為） 

 

 

・ 県内の大学の学園祭に依存症

のブース設置等支援（県から

推奨） 

 

 

・ ギャンブル産業はファミリー

層への誘致の禁止条例（幼少

期からギャンブルに慣れ親し

む環境は不必要） 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 

［既に盛り込み済］ 
県として、新たな課題等を踏まえ、

若年層を中心として重点的な啓発を

行うこととしており、計画にも盛り

込んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［既に盛り込み済］ 
 引き続き、相談機能の充実に向け

た取り組みを進めます。 

 

［既に盛り込み済］ 

 高校生や大学生に向けた予防の視

点での取り組みを進めます。 

 

［既に盛り込み済］ 

令和６年度より新たに企業等を通

じた取り組みを進めることとして

います。 

 

［具体の施策の参考とします］ 

大学との連携を進めるなかかでご

意見を踏まえた取り組みの可能性

について検討します。 

 

［今後の検討課題］ 

 実態調査等のなかで、幼少期から

ギャンブルに接する体験と将来の

依存症の発症リスクを検証し、今

後の取り組みに繋げたいと考えて

います。 

 
 
 
  



 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り
組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 当事者。家族の意見を取り入

れたギャンブル依存症啓発

動画の制作 

 

 

紙媒体での啓発は難しいので、

インパクトのある動画やCM等

で、最新の予防教育をしてほし

い。 

 

 

 

誰もが簡単にお金が手に入る

ような、射幸心を煽るCMは流さ

ないようにしてほしい。 

 

 

 

 

 

 １ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 

［具体の施策の参考とします］ 

 啓発動画等を作成する場合には、

必要に応じて当事者や家族の視点

を取り入れたいと考えています。 

 

［具体の施策の参考とします］ 

啓発媒体については、紙、画像、映

像、電子など媒体によるメリット、

デメリットがあると考えており、目

的や対象に応じて最適な手法で実

施したいと考えています。 

 

［対応困難］ 

ＣＭ等の広報については、各公営競

技等実施者がそれぞれの規程に基

づき実施されており、県として規制

することは困難ですが、協議会等の

場を通じてこうした意見を伝えて

いきます。 

 

ギャンブル依存症はまだま

だ世間には知られていない。こ

の病気は家族や周りの人を巻

き込むもの。息子はコロナ禍で

ネットでのギャンブルを続け、

最終的には会社のお金を横領、

人間関係や仕事を失い、回復施

設に入所することになった。回

復施設を出ても自助グループ

に通い続けなくてはならない

が、そのためには職場の理解も

必要である。また借金の返済も

しなくてはいけない。追い詰め

られて再びギャンブルをする

ことがないよう偏見をなくし

社会復帰できるよう願う。 

そのためには企業や学校、行

政にも理解を深めて頂きたい。 

他県にはギャンブル依存症

のＣＭがあるが、兵庫県も作っ

て欲しい。 

 

 

１ ［既に盛り込み済］ 

ギャンブル依存症が疾患であるこ

との理解を進める取り組みについ

ては、これまでも行ってきたところ

ですが、今後も、学校、企業、行政

等を対象としてた啓発を行うこと

としています。 

 

なお、ＣＭ作成に関しては、啓発の

取り組みのなかで、必要性について

検討します。 

 

 



 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り
組み 
 

・オンラインカジノの注意喚起

するポスターを駅や公共の目

の付く場所に掲示 

 

 

・依存症の県の相談窓口の研修

を要望（電話をしても病院の

情報のみ。たらい回しだった） 

 

・ギャンブル依存症を診察して

くれる病気（院）が足りない 

 

 

・ギャンブル依存症は自殺未遂

や精神障害を引き起こしま

す。緊急で入院できるように

手配。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・医療だけではなく自助グルー

プや民間団体の取り組みに興

味をもってもらいたい 

 

 

 

・ギャンブル等依存症の連携会

議に当事者の参加も容認 

 

 

 

 

・弁護士、司法書士、刑務所、

病院、行政あらゆる分野の方

との連携が必須 

 

 

 １ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 

［既に盛り込み済］ 

県警や消費担当部署と連携してチ

ラシ等を活用した啓発に取り組み

ます。 

 

［既に盛り込み済］ 

 引き続き、相談機能の充実に向け

た取り組みを進めます。 

 

［既に盛り込み済］ 

引き続き、研修等を通じて対応可能

な医療機関の拡充に取り組みます。 

 

［今後の検討課題］ 

 入院については医師がその必要性

を判断するものであり、一律に入

院する仕組みを構築することは困

難であると考えています。 

ギャンブル依存症に関連して様々

な問題が生じていることについて

は、連絡協議会等の場を通じて関係

機関等で共有、検討し、支援体制の

構築を進めます。 

 

 

［既に盛り込み済］ 

引き続き、研修や会議の開催やチラ

シ等の配布などを通じて自助グル

ープ等の活動を周知する取り組み

を行います。 

 

［具体の施策の参考とします］ 

 依存症対策を進める上で当事者の

意見は重要であると考えており、

会議等へ出席いただけるよう配慮

していきます。 

 

［既に盛り込み済］ 

引き続き、会議や研修を通じて連携

体制の構築を進めていきます。 

 

 
     



 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り
組み 
 

・普及啓発には、若年層が多く

利用するＳＮＳを利用するこ

とにより、注目を集められる

と思う。地道な発信が注目を

浴び、マスメディアに取り上

げられることを期待する。 

 

また、出前講座等において、当

事者もしくは当事者家族の体

験談を聞いてもらうこと（リモ

ートでの発表等）により、一層

効果が期待できる。 

 

 

・症状が疑われる当事者及びそ

の家族が最初に頼るのは現行

では医療機関である。その医

療機関が専門性を高め、自助

グループとの関係性を深める

ことにより、有効な支援に繋

がるまでの期間が短縮でき

る。 

 

・回復施設を利用するには、生

活費等の費用がかかる。家族

は負担することも多い。家族

の経済的負担を軽減するため

の助成金、補助金はないか。 

 

 １ 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 

［既に盛り込み済］ 

若年層やハイリスク者への効果的

な啓発方法としてＳＮＳやインタ

ーネットを活用した取り組みを行

っており、引き続き、こうした取り

組みを進めます。 

 

［既に盛り込み済］ 

 これまでにも当事者等の体験談を

盛り込んだ研修を実施しています

が、引き続き、自助グループ等と

連携しながら、こうした取り組み

を進めます。 

 

［既に盛り込み済］ 

引き続き、研修等を通じて対応可能

な医療機関の拡充に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

［対応困難］ 

 多くの場合、回復施設は障害福祉

サービスとして運営されるものと

認識していますが、これらサービ

スの運営に関してはすでに公的な

費用負担が行われていることか

ら、新たに家族の負担軽減のため

の助成制度を設けることは、現状

では困難であると考えています。 

 

 

 
                    
 
  



 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り

組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ギャンブル依存症が病気であ

ることがまだまだ周知されて

おらず、家族や当事者はどこ

に相談したらいいかわからな

い。行政によっての対応も違

うので、支援者に向けた研修

会等民間団体から参加させて

ほしい。 

 

・自殺企図や鬱病を併発してい

る依存症当事者も多いが、病

院の予約が全く取れない状況

である。県として依存症患者

の入院できるような体制を作

ってほしい。 

 

・啓発活動として動画を作り、

視覚で青少年はもちろん様々

な年代に周知してほしい。 

 

・ギャンブル依存症啓発週間（5

/14～）に多くの県民に周知で

きる企画を開催してほしい 

（民間団体等と協力して） 

 

 

・県のギャンブル等依存症対策

推進会議に、依存症から回復

している当事者を参加させて

ほしい。（依存症当事者から

の提案も取り入れてほしい） 

 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 

 

［具体の施策の参考とします］ 

 民間団体にもご参加いただける研

修については、開催案内をするな

どして参加いただけるよう配慮し

ていきます。 

 

 

 

 

［既に盛り込み済］ 

引き続き、研修等を通じて対応可能

な医療機関の拡充に取り組みます。 

 

 

 

 

［既に盛り込み済］ 

動画の作成を含め様々な媒体によ

り、引き続き啓発に取り組みます。 

 

［既に盛り込み済］ 

啓発週間には関係機関・団体等と連

携した啓発を行っており、引き続き

より効果的に啓発できる手法を検

討しながら実施していきます。 

 

［具体の施策の参考とします］ 

 依存症対策を進める上で当事者の

意見は重要であると考えており、

会議等へ出席いただけるよう配慮

していきます。 

 



 
 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り

組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・オンラインカジノに関する注

意喚起 

「警視庁・消費者庁が作成した

オンラインカジノが違法であ

ることを周知するポスターを

関係機関・団体へ配布・掲示し

ます」の部分に関して、ポスタ

ーの掲示を「ギャンブル依存症

家族の会メンバー」として県内

の駅に依頼したところ、駅によ

って対応が異なり、掲示を断ら

れるケースがある。 

具体的計画として、ポスター掲

示の許可に関する記載を要望

する。 

 

・家族のギャンブルが発覚し、

県の窓口に電話相談した際、

ギャンブル依存症当事者に関

するＧＡやクリニックの情報

提供はあったが、家族の相談

先に関する情報はなかった。

家族が対応を誤ると（借金の

肩代わり・説教など）、進行

する病気であるため、家族に

対しても自助グループ、家族

会の情報提供をしてほしい。 

電話相談に対するマニュアル

の作成など具体策の作成に関

する記載を要望する。 

 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 

［今後の検討課題］ 

 ポスターの掲示については、各施

設管理者が判断するものであり、

一律の対応を計画に記載できるも

のではないと考えていますが、さ

まざまな機会を通じて啓発が進む

よう会議等を活用して協力が得ら

れるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［既に盛り込み済］ 

 引き続き、相談機能の充実に向け

た取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り

組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ギャンブル依存症を専門にし

ているクリニックという名前

だけで、依存症のことに理解

のないクリニックを本人や家

族に紹介するのをやめてほし

い。兵庫県には依存症拠点病

院があるが、ギャンブル依存

症問題を考える会や家族の会

との連携を承諾してもらえて

いない現状がある。また、当

事者が精神科病院を退院して

から病状が進行した場合の回

復入寮施設への連携は民間団

体が担っているのが現状。 

医療機関のスタッフに対する

研修・勉強会にギャンブル依存

症家族の会やギャンブル依存

症問題を考える会と連携をし

ていただくことを要望する。 

 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 

［既に盛り込み済］ 

引き続き、研修等を通じて医療従事

者の資質向上に取り組みます。 

 これまでにも当事者等の体験談を

盛り込んだ研修を実施しています

が、引き続き、自助グループ等と

連携しながら、こうした取り組み

を進めます。 

 

                               



 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６取り組
み 
 
（関係事
業者の取
組み） 

計画文案中 

「【施設内の取組】 

① 以前のぱちんこ営業所に

は、客の利便性向上等を図

る観点から、ATM が設置さ

れていたが、依存症対策の

観点から ATM については、

完全撤廃となっています。」 

 

「【施設内の取組】 

① 平成 31 年度に、ぱちん

こ営業所のデビットカード

システムの撤去等に向けた

検討に着手し、県下で残り

４台となりました。今後も

完全撤去に向けた指導を徹

底しています。」 

 

の下線部分について、不適

切（エビデンスが不明瞭、か

つ独禁法に抵触する可能性）

な表現の為、文章の削除、ま

たは「令和4年3月25日付で閣

議決定された“ギャンブル等

依存症対策推進基本計画”」

に則した取組の内容に準じた

文章に修正するよう求める。 

 

「依存症対策の観点から A

TM については、完全撤廃」と

断言するのであれば、抑制機

能が装備されているＡＴＭが

撤去とされるべきエビデンス

（根拠）の開示が必要である。 
 

１ 
 

［ご意見を反映しました］ 
ご意見を踏まえ、「依存症対策の観

点から」という部分を削除します。 

 

なお、「ATMについては完全撤廃」

の記載については、【現状と課題】

の記載であり、団体における取り組

みの結果、県内のぱちんこ店からA

TMが撤去された事実を記載したも

のであるため、修正の必要はないと

考えていますが、表現については、

「ATMについては、現在、設置され

ている営業所はありません。」に改

めます。 

 

また、「今後も完全撤去に向けた指

導を徹底しています。」については、

国計画の記載を参考として、「今後

も完全撤去に向けた指導を徹底し

ています。」を「今後も撤去等に向

けた取り組みを推進します。」に改

めます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 項目等        意見等の概要  件数           県の考え方 

６ 取り

組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（関係事

業者の取

り組み） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ギャンブル依存症が病気であ

ることがまだまだ周知されて

おらず、家族や当事者はどこ

に相談したらいいかわからな

い。行政によっての対応も違

うので、支援者に向けた研修

会等民間団体から参加させて

ほしい。 

 

・自殺企図や鬱病を併発してい

る依存症当事者も多いが、病

院の予約が全く取れない状況

である。県として依存症患者

の入院できるような体制を作

ってほしい。 

 

・啓発活動として動画を作り、

視覚で青少年はもちろん様々

な年代に周知してほしい。 

 

・ギャンブル依存症啓発週間（5

/14～）に多くの県民に周知で

きる企画を開催してほしい 

（民間団体等と協力して） 

 

 

・県のギャンブル等依存症対策

推進会議に、依存症から回復

している当事者を参加させて

ほしい。（依存症当事者から

の提案も取り入れてほしい） 

 

・ＪＲＡでの利用停止について

問い合わせたが、家族からの

依頼は受け付けてもらえず

（診断書がいる等ハードルが

高い）当事者からの利用停止

も1年たてば解除になり、全く

抑止力にならない。 

 

・兵庫県競馬組合に問い合わせ

たが、アクセス制限はしてい

ないとの回答だった。 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 

［具体の施策の参考とします］ 

 民間団体にもご参加いただける研

修については、開催案内をするな

どして参加いただけるよう配慮し

ていきます。 

 

 

 

 

［既に盛り込み済］ 

引き続き、研修等を通じて対応可能

な医療機関の拡充に取り組みます。 

 

 

 

 

［既に盛り込み済］ 

動画の作成を含め様々な媒体によ

り、引き続き啓発に取り組みます。 

 

［既に盛り込み済］ 

啓発週間には関係機関・団体等と連

携した啓発を行っており、引き続き

より効果的に啓発できる手法を検

討しながら実施していきます。 

 

［具体の施策の参考とします］ 

 依存症対策を進める上で当事者の

意見は重要であると考えており、

会議等へ出席いただけるよう配慮

していきます。 

 

［今後の検討課題］ 

 いただいたご意見については、今

後のギャンブル等依存症対策の向

上に繋げるよう関係団体等に伝え

ます。 

 

 

 

［今後の検討課題］ 

 いただいたご意見については、今

後のギャンブル等依存症対策の向

上に繋げるよう関係団体等に伝え

ます。 



 
 


